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三
重
県
内
で
は
、
若
者
が
大
学
進
学
時

に
転
出
す
る
こ
と
に
よ
る
人
口
減
少
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
伊
賀
市
は
近
郊
に

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
傾
向
が
特
に
強
く
、
市

内
の
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
県
内
大
学

へ
の
進
学
率
は
約
８
％
と
非
常
に
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
人
口
の
減
少
に
併
せ
て
、

伊
賀
市
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
20
代
か
ら

30
代
の
若
者
の
人
口
減
少
が
著
し
く
進
ん

で
お
り
、
こ
れ
ら
の
状
況
が
続
く
と
、
労

働
力
や
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
、
介
護

や
医
療
な
ど
社
会
保
障
費
の
増
大
に
よ
る

働
く
世
代
の
負
担
の
増
加
な
ど
、
市
の
将

来
に
と
っ
て
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
市
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
で
き
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」「
一
度
は
市
外

に
出
て
み
た
い
が
、ま
た
戻
っ
て
き
た
い
」

と
い
う
回
答
が
全
体
の
６
割
を
占
め
て
い

ま
す
。 

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
賀
市
で
生
ま
れ

育
っ
た
若
者
が
「
住
み
た
い
」「
住
み
続

け
た
い
」「
帰
っ
て
き
た
い
」
と
い
う
思

い
を
育
み
、
一
度
転
出
し
た
若
者
の
将

来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
と
伊
賀
市
へ
の
定
住
の

促
進
を
め
ざ
す
と
い
う
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
伊
賀
び
と
）
と
は
、

自
ら
が
地
域
の
担
い
手
と
な
り
、
よ
り
良

い
〝
伊
賀
〞
を
創
る
意
識
、実
行
力
を
持
っ

た
若
者
の
こ
と
で
す
。

　
地
域
の
担
い
手
と
な
る
た
め
に
は
、
地

域
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
主
体
性
を
持
ち
、

自
分
自
身
が
関
わ
っ
て
地
域
を
良
く
し
て

い
く
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
「
意
欲
」

「
知
識
」「
実
行
力
」
を
身
に
付
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

《
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
将
来
的
に
定
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
志
向
す

る
人
材
の
育
成
（
人
数
の
増
加
）

○
よ
り
良
い
〝
伊
賀
〞
を
創
る
意
識
、
実

行
力
を
持
っ
た
若
者
の
育
成（
ス
キ
ル・

知
識
の
向
上
）

そ
の
①

上
高
み
ら
い
学
「
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」

（
県
立
上
野
高
等
学
校
）

　
上
野
高
等
学
校
で
は
、「
地
域
を
支
え
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す

る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
校
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
「
上
高
み
ら
い
学
」
の
中
で
、

自
ら
郷
土
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る
活
動
を
通
じ
て

伊
賀
市
の
現
状
を
理
解
し
、
高
校
生
な
ら

背
景

め
ざ
す
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
像

定期的な効果検証

地域への貢献シビックプライド・生きる力の醸成

幼少期 小学生 中学生
高校生

大学生／社会人多世代間交流

郷土教育
キャリア教育
郷土教育
キャリア教育

郷土教育
キャリア教育
ビジネス教育
地域学

郷土教育
キャリア教育
ビジネス教育
地域学

ビジネス教育
地域学
就業支援

ビジネス教育
地域学
就業支援

学校教育

商品開発
e-learning

ICT の活用

フィールド
ワーク

～ “ 誇れる伊賀市 ”“ 選ばれる伊賀市 ” の実現に向けて～

平成 29 年度

育成
プロジェクト

実施報告

伊　　　　　　　賀　　　　　　　び　　　　　　　と

実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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し
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育
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支
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集

催　
し
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せ

お
知
ら
せ
拡
大
版

で
は
の
視
点
で
解
決
策
を
考
え
る
た
め
の

「
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
２
月
14
日
に
開
催
し
た
最
終
発
表
会
で

は
、
２
年
生
７
ク
ラ
ス
（
２
８
０
人
）
の

代
表
生
徒
が
、
自
分
た
ち
が
地
域
の
情
報

を
収
集
・
分
析
し
、
発
見
し
た
地
域
の
課

題
に
対
す
る
解
決
策
「
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
案
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ク
ラ
ス
は
、
走

る
こ
と
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
フ
ァ

ン
ラ
ン
と
忍
者
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
忍
者
Ｒ

Ｕ
Ｎ
」
を
提
案
し
、
衣
装
代
や
警
備
費
な

ど
開
催
費
用
と
収
益
と
の
損
益
分
析
や
、

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

ま
で
分
析
し
、
実
現
性
の
高
い
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
査
員
の
名
古
屋
外
国
語
大
学
の
横
山

陽
二
准
教
授
か
ら
は
「
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
で
学
ん
だ
気
づ
き
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
大
学
生
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
地
域
を
良
く
す
る
こ
と
を
考

え
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
②

地
域
産
品
を
活
用
し
た

伊
賀
の
お
土
産
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
県
立
伊
賀
白
鳳
高
等
学
校
）

　

伊
賀
白
鳳
高

等
学
校
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
科
パ

テ
ィ
シ
エ
コ
ー

ス
で
は
、
昨
年

７
月
か
ら
地
元

の
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
か
ら
提
供

さ
れ
た
バ
ナ
ナ
と
お
茶
を
使
用
し
た
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
と
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
そ
れ
ぞ

れ
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
作
り
、
新
し
い

お
土
産
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
は
、
市
内
商
業
施
設
で
商

品
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
作
品
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
に
よ
り
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
３
月
25
日
に
は
、
市
内
商
業

施
設
で
完
成
し
た
商
品
の
販
売
会
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
チ
ー
ム
の
生

徒
た
ち
が
直
接
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

○
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
「
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・
団
体
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
携
内
容
の
例

○
授
業
で
の
講
演

○
お
土
産
商
品
の
共
同
開
発
、
製
造
ま
た

は
販
売

○
原
材
料
等
の
提
供

○
生
徒
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

○
生
徒
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

　
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２

▲商品化されたロールケーキの
「N

に ん ぽ う
INPOU R

ろ ー る
OLL」とパウンド

ケーキの「忍
しのび

パウンド」

開発した生徒からのメッセージ
抹茶に苦手意識がある人も是非食
べて頂き、パウンドケーキを通し
て、伊賀抹茶のおいしさを知って
いただきたいです。

開発した生徒からのメッセージ
ケーキの表面に手裏剣があった
り、中のゼリーが忍者のように隠
れていたりなど、忍者要素が多く
入っているのがポイントです。た
くさんの人に食べてもらい、伊賀
市を盛り上げていける商品になっ
てほしいです。

■商品の取り扱い店舗はこちら（4 月末時点）
○イオン伊賀上野店　○トルタロッソ製パン
○キッチン＆カフェ yumeicco　○とれたて市 ひぞっこ
○カフェ Ｒ＋ＩＮＫ
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【受付時間】　午前８時 30 分～ 11 時 30 分
【診察時間】　午前９時～正午

※受付時間が異なる場合は、（　　）内に記載

※臨時に休診になる場合、診療表を変更する場合があ
　りますので、事前に電話でご確認ください。
※ご不明な点はお問い合わせください。　

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
１診 《総合診療科》

三木　誓雄
《総合診療科》

三木　誓雄 栗原　眞行 《総合診療科》
三木　誓雄

《総合診療科》
三木　誓雄

２診 北原　義介 栗原　眞行 北原　義介
《予防接種外来》

北原　義介【予約制】
（14:00 ～ 15:00）

《総合診療科》
中西　丈比佐

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 加藤　孝太 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 加藤　孝太

青野　祐樹
（10:00 ～ 12:00） 椹木　一仁 椹木　一仁 斉藤　康晴 青野　祐樹２診

循環器内科　 宮田　和明 八木　典章 宮田　和明 澤山　裕一 山本　孝

宮田　和明
《ペースメーカー外来》
（予約制 ･ 第 3 木曜日）
（13:00 ～ 15:00）
神経内科 北原　義介 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 岩田　崇 岩田　崇【予約制】 小田　裕靖 岩田　崇【予約制】 奥川 喜永

（緩和ケア外来）
※交代制・午後【予約制】２診

（呼吸器科） 五十嵐　知之 寺本　晃治
（糖尿病内科）
（第 2･ 第 4 火曜日） 浜島　信之

（腎臓内科）
（13:00 ～ 15:30） 清水　浩一

整形外科
（8:30 ～ 11:00）

※木曜日の診察は
10:00 〜 11:30 です。

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良 初診　※交代制 新谷　健 新谷　健
２診 石黒　茂夫 池村　重人 石黒　茂夫 池村　重人
午後 ギブス外来

外科
１診 三枝　晋 三木　誓雄 田中　光司 三木　誓雄 田中　光司
２診 横江　毅 横江　毅 千賀　雅之 三枝　晋
３診 原　文祐

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
（大腸肛門病センター） 三木　誓雄 三木　誓雄 田中　光司 三木　誓雄 田中　光司

泌尿器科 神田　英輝

脳神経外科
中澤　拓也※第１週

新阜　宏文 新阜　宏文 新阜　宏文松井　宏樹※第２・４・５週
野崎　和彦※第３週

（心臓血管外科）
診察 10:00 ～ 12:00 榎本　匡秀

　婦人科
三重大学医師

※交代制第 1･3･5 週
田畑　務

※第 2･4 週
（炎症性腸疾患外来）
（第 2 月曜日） 安藤　朗

（もの忘れ外来）
（第 1 金曜日）
（14:00 ～ 16:00）

赤津　裕康

（小児外科）
（第 4 火曜日）

診察 13:00 ～ 16:00
内田　惠一

耳鼻咽喉科 : 竹内　万彦（月曜日）、皮膚科：山本　晋也（火曜日 13:00 ～ 15:30）、眼科：松井　良諭（火曜日 8:30 ～ 11:00）

上野総合市民病院の外来診療表
◆ ５月１日現在の診療表です

【問い合わせ】上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　ＦＡＸ 24-2268
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薬剤師を募集します
◆ 伊賀市の医療をともに支えていきませんか

【問い合わせ】上野総合市民病院病院総務課
　☎ 24-1111　ＦＡＸ 24-1565

【募集人数】　若干名
【応募資格】

　昭和 43 年４月２日以降生まれで薬剤師免許を持っ
ている人

【勤務条件】
　市の条例・規則に定めるところによります。

【休暇制度】
　年次有給休暇、特別休暇（結婚・産前産後・子の看護・
忌引・ボランティアなど）、病気休暇、介護休暇など
※育児休業制度、部分休業制度も整備しています。
※託児所がありますので、子どもがいる人も安心して

勤務できます。
【勤務場所】　上野総合市民病院
【賃　金】

　給与は市の条例・規則に定めるところによります。
※当該職種の前歴に応じた加算措置や諸手当があります。

【応募方法】
　病院総務課にある「平成 30 年度伊賀市職員選考採
用試験受験申込書」（1 通）を持参または郵送で提出
してください。申込書は市ホームページからもダウン
ロードできます。
※外国籍の人は、住民票などの在留資格を証する書類

（1 通）を提出してください。
【選考方法】　作文試験・面接試験・筆記試験
【試験日】　７月６日㈮

※時間などは応募した人に後日お知らせします。
【採用予定日】　９月１日㈯
【応募期限】　６月 22 日㈮　午後５時 15 分

※郵送の場合は必着、簡易書留で送付してください。
【応募先・問い合わせ】

　〒 518-0823　伊賀市四十九町 831 番地
　伊賀市立上野総合市民病院事務部病院総務課

同和奨学金を支給します
◆ 市の奨学金制度をご活用ください

【問い合わせ】教育総務課
　☎ 47-1280　ＦＡＸ 47-1281

　市では、同和問題の解消に向けた取り組みのひとつ
として、教育格差を是正し、部落解放を担う人材を育
成するため、奨学金を支給します。
　なお、支給は所得審査や奨学金支給選考委員会を経
て決定します。

【対象者】
　次のすべてに該当する人
○修学のため住所異動した場合を除き、本人・保護者

とも市内に住所があり、選考委員会で同和地区関係
者などと認定される人

○高等学校・専門学校・大学などに在学する人
○申請者と生計を同一とする父母または保護者の市民

税所得割額の合計が、高等学校などに在学する申請
者では年間で 85,000 円以下、大学などに在学す
る申請者では年間で 166,000 円以下である人

【支給額】
①高等学校やそれに該当する高等専修学校など
　96,000 円／年
②大学・短期大学・専門学校など
　国公立：120,000 円／年
　私　立：144,000 円／年

【必要書類】
○同和奨学金支給申請書

○高等学校または大学などの在学証明書
○住民票（世帯全員のもので、続柄が記載されている

もの）
○申請者と生計を同一とする父母または保護者の課税

証明書か、住民税納税通知書の写し（平成 30 年度
分）か、同和奨学金支給申請に係る課税台帳閲覧の
同意書

○口座振込書　※②の新規申請者のみ
【申込方法】　詳しくはお問い合わせください。
【申込期間】　6 月 15 日㈮～ 29 日㈮
【問い合わせ】

　教育総務課
　八幡町市民館　☎ 23-3157
　下郡市民館　☎ 37-0558
　寺田市民館　☎ 23-8728
　いがまち人権センター　☎ 45-4482
　ライトピアおおやまだ　☎ 47-1160
　青山文化センター　☎ 55-2411
　生涯学習課　☎ 22-9679
　いがまち公民館　☎ 45-9122
　阿山公民館　☎ 43-0514
　大山田公民館　☎ 46-0130
　青山公民館　☎ 52-1110


